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請  願  文  書  表 

受理年月日 

及 び 番 号 
令和元年９月２日     第 16 号 

件 名 ワンルームマンション条例の見直しに関する請願 

請 願 者 

文京区小石川二丁目 20 番 10 号 

    

中 山 代 志 子  外５名  

紹 介 議 員  海 津 敦 子   萬 立 幹 夫 

請願の要旨  次 頁 の と お り 

付託委員会  建 設 委 員 会 

 

 

 

 



 

１６ 

請願理由 

 

 文京区には、ワンルームマンション等の建築及び管理に関する条例・同条例施行規則があ

りますが、地域によっては、事業者の開発計画が同条例に基づいたものであっても、文京区

基本構想や文京区都市マスタープラン、「文の京」住宅マスタープラン等の方針や方向性と

矛盾や齟齬を来すケースが出ています。例えば、小日向２丁目のワンルームマンション建設

計画地は、都市マスタープラン上、低層住宅市街地に位置付けられ、「戸建住宅を中心とす

る閑静で良好な住宅地が形成されている地区」であるとともに、「宅地内の緑の保全と育成、

オープンスペースの緑化などにより、現在の良好な住環境を保全します」と明記し、「良好

な住環境の保全」を目指し、「今後もこの良好な住環境を保全することが必要」としたうえ

で、「閑静で良好な低層住宅市街地が広がり、教育の森公園や護国寺などまとまった緑が市

街地に潤いを与えているまち」を将来の姿として描いています。今も紛争が継続し、解決の

目処がついていません。 

つまり、実際問題として、文京区のワンルームマンション等の建築及び管理に関する条例

並びに中高層建築物の建築に係る紛争の予防と調整及び開発事業の周知に関する条例に則

ったものであるとしても、「マスタープラン」におけるまちづくりの方針や方向性に沿うも

のであると必ずしもいえないと思われるケースが出てきているのです。 

 現在の文京区ワンルームマンション条例は都市マスタープランと整合性が取れない面も

あると言わざるを得ず、特に区内の「第一種低層住宅専用地域」の住環境を守る観点からは

条例の規定内容が必ずしも十分であるとはいえないと思います。そこで、「ワンルームマン

ション条例」を見直すよう、下記のとおり請願いたします。 

 

 

請願事項 

 

１ 文京区基本構想や文京区都市マスタープラン、「文の京」住宅マスタープラン等と、文

京区ワンルームマンション等の建築及び管理に関する条例において、相互に合理的な矛盾

を差し挟む余地がない整合性の取れた内容になっているかどうか、条例の内容をひとつひ

とつ再確認し、必要に応じて見直してください。 

２ 第一種低層住居専用地域においては、現行の文京区ワンルームマンション等の建築及び

管理に関する条例における規制を強化すべく見直しを検討するよう文京区長に要請して

ください。特に第一種低層住居専用地域においては、ア）階数が３をこえるワンルームマ

ンションは建設できない、イ）ファミリー世帯層向けの戸数の比率を現状より増やす―

などの見直しを検討してください。 

３ 文京区ワンルームマンション等の建築及び管理に関する条例において、建築主と隣接関

係住民・周辺関係住民があらかじめ事業計画について事前に協議できるように見直すこと

を検討してください。 

４ 文京区ワンルームマンション等の建築及び管理に関する条例において、建築主に対して

は土地取得後、構想を固める前の段階で説明会の開催等をすべく、見直しを検討してくだ

さい。 

５ 区と建築主との「事前協議」においては、事業計画だけでなく、工事計画についても十

分考慮して、協議する内容に見直しを検討してください。 

 


